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平
成
二
二
年
八
月
八
日
（
日
）、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
二
三
回
兵
庫
県
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
灼
熱
の
太
陽
が
ジ
リ
ジ

リ
と
照
り
つ
け
る
な
か
県
下
の
九
地

区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
代
表
の
精
鋭

チ
ー
ム（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
一
〇
隊
、

ポ
ン
プ
車
の
部
八
隊
）
が
つ
ど
い
、

熱
い
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

県
大
会
は
岸
本
大
会
副
会
長
（
芦

屋
市
消
防
団
長
）
が
務
め
る
総
指
揮

者
を
先
頭
と
す
る
入
場
行
進
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

開
会
式
次
第

一
．
開
会
の
こ
と
ば

　
　
（
小
林
大
会
副
会
長
）

二
．
国
旗
掲
揚

三
．
黙
祷

四
．
優
勝
旗
返
還

　

ポ
ン
プ
車
の
部　

　
　
　

神
河
町
消
防
団

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　

福
崎
町
消
防
団

五
．
大
会
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
（
岸
谷
消
防
協
会
長
）

六
．
激
励
の
こ
と
ば

　
　
（
井
戸
知
事
）

七
．
来
賓
祝
辞

　
　
（
小
田
県
議
会
副
議
長
）

八
．
選
手
宣
誓

　
　
（
洲
本
市
消
防
団

 

小
畑
敬
二
隊
員
）

九
．
審
査
長
注
意

　
　
（
大
西
消
防
学
校
長
）

福
崎
町
消
防
団
が
全
国
大
会
へ
出
場
!!

第
二
三
回
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
開
催
！

一
番
暑
い
夏
に
な
れ
・
・
・

　

小
型
ポ
ン
プ
の
競
技
が
始
ま
る
ま

で
に
、
神
戸
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る

ド
リ
ル
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
出
場

選
手
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
人
々
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
ポ

ン
プ
車
の
部
の
順
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
連
日
の
猛
暑
の
中
、
大
会
に
向

け
た
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
の
成
果
を

十
二
分
に
発
揮
し
、
き
び
き
び
と
し

た
動
き
に
息
を
呑
む
よ
う
な
緊
張
感

が
会
場
を
つ
つ
み
、
放
水
に
よ
っ
て

標
的
が
倒
れ
る
度
に
応
援
団
、
観
客

か
ら
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

　

操
法
終
了
後
、
審
査
長
か
ら
審
査

結
果
の
発
表
が
行
わ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
は
出
場
選
手
に
対
し
て
惜
し
み

な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

大
会
結
果

　　
　

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝 

福
崎
町
消
防
団

　

準
優
勝 

多
可
町
消
防
団

　

三　

位 

洲
本
市
消
防
団

　
　

ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝 

神
河
町
消
防
団

　

準
優
勝 

た
つ
の
市
消
防
団

　

三　

位 

多
可
町
消
防
団

　

ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝
の
神
河
町
消

防
団
に
は
兵
庫
県
防
災
監
か
ら
消
防

庁
長
官
表
彰
の
優
勝
旗
が
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
優
勝
の
福
崎
町
消
防
団
に

は
協
会
会
長
か
ら
日
本
消
防
協
会
長

表
彰
の
優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
各
部
の
優
勝
、
準
優
勝
、

三
位
に
輝
い
た
消
防
団
に
は
兵
庫
県

知
事
表
彰
、
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
村
防
災
監
に
よ
る
講

評
と
西
垣
大
会
副
会
長
の
閉
会
の
言

葉
を
も
っ
て
第
二
三
回
兵
庫
県
消
防

操
法
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

優
勝
し
た
福
崎
町
消
防
団
の
出
場
隊

の
皆
さ
ま
は
、
一
一
月
に
開
催
さ
れ

る
全
国
消
防
操
法
大
会
に
兵
庫
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

関
山
名
誉
会
長
に

　
　
知
事
及
び
会
長
か
ら

�

感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
　

　

一
一
年
に
わ
た
り
県
消
防
協
会
の

会
長
と
し
て
県
下
消
防
団
の
発
展
に

尽
力
し
、
今
年
三
月
末
で
勇
退
さ
れ

た
関
山
巧
名
誉
会
長
の
長
年
に
わ
た

る
功
績
を
称
え
、
兵
庫
県
知
事
及
び

兵
庫
県
消
防
協
会
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
去
る
七
月

一
四
日
、
三
田
市
消
防
本
部
に
お
い

て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
、
三
田
市
消
防
本
部
・

同
市
消
防
団
の
幹
部
や
県
、
県
消
防

協
会
関
係
者
が
見
守
る
な
か
、
関
山

名
誉
会
長
が
四
六
年
余
の
長
き
に
わ

た
り
消
防
団
長
を
務
め
た
三
田
市
消

防
団
が
、今
年
二
月
に
受
賞
し
た「
特

別
表
彰
ま
と
い
」
が
燦
然
と
輝
き
を

放
ち
飾
ら
れ
て
い
る
前
で
行
わ
れ
ま

し
た
。　

ま
ず
、
兵
庫
県
知
事
の
代

理
と
し
て
木
村
光
利
兵
庫
県

防
災
監
か
ら
知
事
感
謝
状
及

び
記
念
品
の
楯
が
伝
達
さ
れ
、

続
い
て
岸
谷
義
雄
兵
庫
県
消

防
協
会
長
か
ら
か
ら
会
長
感

謝
状
と
記
念
品
と
し
て
「
特

別
表
彰
ま
と
い
」の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
で
あ
る
記
念
銀
ま
と
い
等

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
後
に
行
わ
れ
た
懇

談
で
は
、
名
誉
会
長
は
、「
こ

こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
皆
さ
ん
が
支
え
て
く
れ

た
お
か
げ
」
と
、
会
員
、
消

防
団
員
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

井戸知事激励の言葉をのべる

小型ポンプの部で優勝した福崎町消防団ポンプ車の部で優勝した神河町消防団

防災監から知事感謝状の贈呈を受ける名誉会長

ポンプ車操法の様子

成績一覧表

小型ポンプの部 ポンプ自動車の部

優勝 福崎町消防団 神河町消防団

準優勝 多可町消防団 たつの市消防団

３位 洲本市消防団 多可町消防団

４位 たつの市消防団 丹波市消防団

５位 香美町消防団 南あわじ市消防団

６位 神戸市北消防団Ａ 加古川市消防団

７位 尼崎市消防団 養父市消防団

８位 稲美町消防団 伊丹市消防団

９位 篠山市消防団

１０位 神戸市北消防団Ｂ
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梅
雨
が
明
け
、
青
空
が
広
が
り
海

の
微
風
を
感
じ
る
中
、
平
成
二
二
年

七
月
一
八
日
（
日
）、
淡
路
島
国
営

明
石
海
峡
公
園
海
岸
南
駐
車
場
に
お

い
て
、
平
成
二
二
年
度
淡
路
地
区
消

防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
六
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活

性
化
奈
良
大
会
が
、
平
成
二
二
年
七

月
二
九
日
（
木
）
に
奈
良
県
奈
良
市

の
な
ら
一
○
○
年
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
は
、
全
国
か
ら
女
性
消
防
団

　

大
会
で
は
、
淡
路
市
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
が
演
奏
を
担
当
す
る
な
ど
、
他

の
地
区
で
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
ス

タ
イ
ル
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
ポ
ン
プ
車
の

部
と
も
に
三
隊
ず
つ
、
計
六
隊
が
、

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

洲
本
市
消
防
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
、
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
が
ポ
ン

プ
車
の
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
。

　

結　

果

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

洲
本
市
消
防
団
大
野
分
団

　

平
成
二
二
年
四
月
に
消
防
庁
が
実

施
し
た
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
の
要
綱
等
の
制
定
状
況
の
調

査
」
を
基
に
平
成
二
二
年
四
月
一
日

現
在
の
協
力
事
業
所
へ
の
表
示
証
の

交
付
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
九
年
一
月
に
本
制
度
が
創

設
さ
れ
て
か
ら
四
年
目
と
な
り
、
本

県
で
も
四
割
程
の
市
町
に
お
い
て
導

入
さ
れ
、
一
〇
四
の
事
業
所
に
表
示

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
一
六
年
度
か

ら
地
域
防
災
力
の
向
上
を
ね
ら
い
と

し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー

講
座
」
を
開
催
し
、
本
年
度
も
受
講

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
講
座
は
、
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

民
間
企
業
防
災
責
任
者
な
ど
地
域

の
防
災
の
担
い
手
や
そ
れ
を
目
指

す
、
兵
庫
県
在
住
又
は
在
勤
の
方
が

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

七
三
一
名
の
方
が
本
講
座
を
修
了
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
講
座
の
修
了

者
に
は
、知
事
名
の
修
了
証
と「
ひ
ょ

う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
称
号
が
授

与
さ
れ
る
ほ
か
、
日
本
防
災
士
機
構

が
行
う
防
災
士
試
験
の
受
験
資
格
が

証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
示
証
が
よ
り
多
く
の
事
業

所
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
で
事
業
所
と

消
防
団
の
連
携
・
強
化
を
図
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

本
県
の
表
示
証
の
交
付
状
況
は
別

表
の
と
お
り
で
、
各
事
業
所
名
に
つ

い
て
は
、
県
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

取
得
で
き
ま
す
。

　

本
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一　

講
座
の
主
な
内
容
概
要

　

災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
地
域
防
災

活
動
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
建
物
の

耐
震
化
や
普
通
救
命
講
習
な
ど
防
災

に
関
す
る
体
系
的
・
実
践
的
な
知
識
・

技
術
に
関
す
る
講
座

二　

開
講
時
期

　

平
成
二
二
年
一
〇
月
～

 

平
成
二
三
年
三
月
ま
で
の
間
の　

 

一
二
日
間

三　

開
講
時
間

　

毎
回
一
〇
時
三
〇
分
～ 

 

一
六
時
二
〇
分

員
を
始
め
、
消
防
職
・
団
員
二
、五

○
○
名
以
上
が
参
加
す
る
盛
大
な
も

の
と
な
り
、
兵
庫
県
か
ら
も
岸
谷
会

長
を
は
じ
め
総
勢
一
二
五
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
大
会
の
な
か
で
、
本
県

播
磨
町
消
防
団
は
舞
台
上
で
火
災
予

防
啓
発
劇
を
、加
古
川
市
消
防
団
は
、

会
場
内
で
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
奈
良
市
消
防
音

楽
隊
に
よ
る
演
奏
に
続
き
、
大
会
旗

入
場
、
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
、
主

催
者
挨
拶
、
開
催
地
市
長
挨
拶
、
来

賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
と
進
行
し
、
続

い
て
四
団
体
が
活
動
事
例
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
は
、
兵
庫
県
播
磨

町
消
防
団
を
始
め
三
団
体
が
火
災
予

防
啓
発
劇
を
行
い
、
そ
の
後
、『
多

様
化
す
る
女
性
消
防
団
員
活
動
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
選
手

の
川
藤
幸
三
氏
に
よ
る『
一
振
人
生
』

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
最
後
に
大
会
宣
言
と
次
回

開
催
地
の
香
川
県
へ
の
大
会
旗
の
引

継
が
行
わ
れ
、
閉
会
宣
言
の
後
に
式

典
は
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

兵
庫
県
か
ら
の
参
加
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

神
戸
市
東
灘
消
防
団

　

神
戸
市
灘
消
防
団

　

神
戸
市
長
田
消
防
団

　

神
戸
市
北
消
防
団
有
馬
支
団

　

神
戸
市
北
消
防
団
道
場
支
団

　

神
戸
市
北
消
防
団
淡
河
支
団

　

神
戸
市
消
防
局
警
防
部
警
防
課

　

姫
路
市
消
防
局
総
務
課

　

尼
崎
市
消
防
団

　

芦
屋
市
消
防
団

　

豊
岡
市
出
石
消
防
団

　

加
古
川
市
消
防
団

　

赤
穂
市
消
防
団

　

川
西
市
消
防
団

　

丹
波
市
消
防
団

　

播
磨
町
消
防
団　

http://www.hyogoshoubou.jp/

「こんにちは！ひょうごの消防団です」

二
位　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　
　
　
　

賀
集
第
一
分
団
第
一
部

三
位　

淡
路
市
消
防
団
大
町
分
団

　

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　

八
木
第
四
分
団

二
位　

洲
本
市
消
防
団
千
草
分
団

三
位　

淡
路
市
消
防
団
岩
屋
地
区

四　

会
場

　

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
ほ
か

五　

募
集
人
員

　

一
二
〇
名

六　

受
講
料

　

無
料

七　

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
兵
庫

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
ま
で

八　

申
込
期
間

　

平
成
二
二
年
八
月
二
日
（
月
）
～

 

平
成
二
二
年
九
月
一
〇
日
（
金
）

　

な
お
、本
講
座
に
関
す
る
情
報
は
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
で
も

ご
欄
に
な
れ
ま
す
。

平
成
二
二
年
度

�

淡
路
地
区
消
防
操
法
大
会　

平
成
二
二
年
度  

ひ
ょ
う
ご
防
災

　
リ
ー
ダ
ー
講
座
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

兵
　
庫
　
県

あ
な
た
の
街
の
…
消
防
団
協
力
事
業
所

兵
庫
県
消
防
課

第
一
六
回 

全
国
女
性
消
防
団
員

 

活
性
化
奈
良
大
会

操法の様子第16回全国女性消防団員活性化奈良大会

加古川市消防団のパネル展示

ラッパ隊による演奏

消防団協力事業所表示証交付状況
平成 22 年 4 月 1 日現在

協力事業所表示制度を
導入している市町

表示証交付 
事業所数

県　　　 計 104
神 戸 市 20
姫 路 市 33
洲 本 市 3
加 古 川 市 0
赤 穂 市 0
宝 塚 市 0
三 木 市 15
高 砂 市 4
小 野 市 8
三 田 市 0
加 西 市 11
南 あ わ じ 市 3
淡 路 市 3
た つ の 市 4
猪 名 川 町 0
稲 美 町 0
播 磨 町 0

  

  

■
消
防
団
協
力
事
業
所�

�

表
示
制
度

　

近
年
の
社
会
経
済
の
進
展
に
伴
い
、

産
業
構
造
や
就
業
構
造
が
大
き
く
変

化
し
、
全
消
防
団
の
七
割
が
被
雇
用

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
消
防
団
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
は
、
被
雇
用
者
が

入
団
し
や
す
く
、
か
つ
消
防
団
員
と

し
て
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が

求
め
ら
れ
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動

に
対
す
る
一
層
の
理
解
と
協
力
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
一
九
年
か
ら
本
制

度
が
実
施
さ
れ
、
勤
務
時
間
中
の
消

防
団
活
動
へ
の
便
宜
や
従
業
員
の
入

団
促
進
な
ど
、
事
業
所
と
し
て
の
消

防
団
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て

広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
所
の
信
頼
性
の
向
上
と
も
に
、
事

業
所
協
力
に
よ
り
地
域
防
災
体
制
の

一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
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姫
路
市
飾
磨
消
防
団
は
、
市
の
南

部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
飾
磨
区

を
中
心
に
、
西
は
広
畑
区
か
ら
東
端

は
大
塩
町
ま
で
の
東
西
一
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
海
岸
線
を
管
轄
す
る
消

防
団
と
し
て
一
本
部
、
一
四
分
団
、

　

朝
来
市
消
防
団
が
発
足
し
第
二
回

目
と
な
る
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、
平

成
二
二
年
七
月
四
日
（
日
）
に
朝
来

市
羽
渕
「
国
道
三
一
二
号
線
チ
ェ
ー

ン
脱
着
場
」
に
て
開
催
さ
れ
、
当
日

は
、
前
日
ま
で
降
り
続
い
て
い
た
雨

も
上
が
り
、
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し

た
が
朝
早
く
か
ら
総
勢
八
〇
〇
人
の

団
員
が
集
合
し
、
石
原
団
長
の
訓
示

の
後
開
会
し
ま
し
た
。

　

前
回
大
会
は
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
の
日
程
を

別
々
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

大
会
か
ら
一
日
で
す
べ
て
の
日
程
を

こ
な
す
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
も

と
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、三
〇
分
団
が
出
場
し
、

多
く
の
来
賓
、
応
援
団
、
選
手
の
家

族
が
見
守
る
中
、
午
前
の
部
は
、
ポ

ン
プ
自
動
車
の
部
一
七
チ
ー
ム
、
午

後
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
一
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
昨
年
の
暮
れ
か
ら
基
礎

体
力
づ
く
り
を
始
め
、五
月
か
ら
は
、

ほ
ぼ
毎
日
の
練
習
を
実
施
し
て
本
番

に
備
え
て
き
た
分
団
も
あ
り
、
出
場

選
手
は
、
操
法
な
ら
で
は
の
独
特
の

緊
張
感
の
中
、
機
敏
で
正
確
な
動
作

で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
結
果
は
、
ポ
ン
プ
自
動

車
の
部
で
は
、
前
回
大
会
優
勝
の
生

野
支
団
第
一
分
団
が
連
覇
を
成
し
遂

　

私
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
に
北
消

防
団
八
多
支
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か
け

は
、
も
と
も
と
消
防
団
に
入
り
た
い

と
い
う
希
望
が
あ
り
、
町
の
祭
り
の

時
に
当
時
の
分
団
長
に
「
消
防
団
に

入
り
た
い
の
で
す
が
、
入
れ
ま
す

か
。」
と
声
を
か
け
た
の
が
最
初
で

し
た
。

　

入
団
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
で
あ
り
近
所
の
方
の

し
た
。
こ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
今

後
の
活
動
に
い
か
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
八
月
に
は
兵
庫
県

消
防
操
法
大
会
に
向
け
て
昨
年
の

一
〇
月
か
ら
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

仕
事
を
終
え
て
か
ら
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
消
防
職
員
の
方
や
地
元
の
方

の
支
援
を
受
け
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
消

防
団
に
入
っ
て
「
人
を
思
う
心
、
地

域
を
思
う
心
。」
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
地
域
か

ら
頼
ら
れ
る
消
防
団
、
災
害
の
な
い

町
を
目
指
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

　

丹
波
市
消
防
団
は
、
平
成
一
六
年

一
一
月
に
旧
氷
上
郡
六
町
の
各
町
消

防
団
が
統
合
し
発
足
し
ま
し
た
。
団

の
編
成
は
団
本
部
、
六
支
団
の
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
か
ら
六
年
目
を
む
か
え
、
操

法
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
日
々
の
各

種
訓
練
、
行
事
を
経
験
す
る
中
で
、

各
支
団
間
に
お
い
て
も
絆
を
深
め
、

丹
波
市
消
防
団
の
連
携
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
少
子
高
齢
化
や
団
員
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
化
等
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
異
常
気
象
に
よ
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
大
規
模
災
害
の
発
生
が

近
年
増
加
し
て
お
り
、
地
域
を
災
害

か
ら
守
る
要
と
し
て
、
消
防
団
へ
期

待
さ
れ
る
役
割
は
逆
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
我
が
消
防
団
も
平
成
二
三
年
か

ら
平
成
二
七
年
へ
か
け
て
段
階
的
に

組
織
の
再
編
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

組
織
再
編
に
よ
る
団
員
数
の
減
少
を

顔
も
わ
か
っ
て
い
る
の
で
接
し
や
す

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
域
を
守
る
消
防
団
員
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私

が
、
入
団
当
時
か
ら
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
ま

れ
育
っ
た
町
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生

命
、
身
体
、
大
切
な
思
い
出
。」
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
で
も
こ
の

思
い
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
の
す
べ
て
の
方
が
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て
い
け
た
ら

良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

入
団
し
て
初
め
て
の
夏
期
訓
練
で

は
、
規
律
訓
練
で
先
輩
団
員
の
き
び

き
び
し
た
動
き
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
訓
練
の
途
中
で
私
は
熱
中

症
で
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分

の
未
熟
さ
に
情
け
な
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
若
手
団
員
意
見
交
換

会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
団
員

の
方
と
出
逢
い
、
地
域
ご
と
に
色
々

な
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知
り
驚
き
ま

不
安
に
思
わ
れ
る
住
民
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
柏
原

支
団
で
は
消
防
団
Ｏ
Ｂ
・
地
域
住
民

の
方
々
と
の
交
流
も
深
く
、
常
日
頃

か
ら
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ
い

お
り
、
そ
の
中
で
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
を
取
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た

支
団
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
の
方
に
安
心
し
て
も
ら
え
る

消
防
団
・
支
団
づ
く
り
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

げ
栄
冠
を
獲
得
し
、
準
優
勝
に
は
和

田
山
支
団
第
一
分
団
、
三
位
に
は
和

田
山
支
団
第
五
分
団
、
ま
た
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
ポ
ン
プ
自
動
車

の
部
と
同
様
に
前
回
大
会
優
勝
の
和

田
山
支
団
第
一
〇
分
団
が
連
覇
を
成

し
遂
げ
栄
冠
を
獲
得
し
、
準
優
勝
に

は
生
野
支
団
第
二
分
団
、
三
位
に
は

和
田
山
支
団
第
二
分
団
が
入
賞
し
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
入
賞
チ
ー
ム
の
選

手
の
中
に
は
、「
過
去
二
度
操
法
大

会
に
出
場
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
失
敗

し
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
た
が
、

や
っ
と
思
い
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
、
感
激
の
あ
ま
り
涙
ぐ
む
選

手
も
あ
り
、
ま
た
、
次
回
の
開
催
は

二
年
後
で
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
の

県
大
会
出
場
が
か
か
る
、
大
変
重
要

な
大
会
と
な
る
た
め
、大
会
終
了
後
、

早
く
も
次
回
大
会
の
選
手
選
抜
に
頭

を
抱
え
る
分
団
長
も
あ
り
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
出
場
選

手
の
怪
我
も
な
く
無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

�

富
田
丸
ス
タ
ー
ト
！

　
　

姫
路
市
飾
磨
消
防
団
長

富
田　

重
二

�

地
域
の
た
め
に
頑
張
り
た
い

　

神
戸
市
北
消
防
団
八
多
支
団

　
　
　

第
五
分
団
第
二
班

中
谷
亮
太

 

第
二
回 

朝
来
市
消
防
団

 

ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
開
催
　

朝
来
市
消
防
団

○169

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈31〉〈31〉

�

�

地
域
住
民
が
安
心
し
て�

�

暮
ら
せ
る
よ
う
に

　

丹
波
市
消
防
団
柏
原
支
団

　
　
　

専
任
副
団
長

 

安
井　

明
彦

五
六
〇
名
の
団
員
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

富
田
団
長
は
昭
和
四
四
年
に
飾
磨

消
防
団
に
入
団
し
、
今
年
四
月
に
団

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

数
々
の
水
火
災
等
の
災
害
に
出
動
す

る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
等
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
住
民
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
活
動
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

人
柄
は
温
厚
誠
実
で
穏
や
か
で
す

が
、
厳
し
さ
も
併
せ
持
ち
、
消
防
団

員
と
し
て
の
誇
り
と
団
員
間
の
絆
を

非
常
に
大
切
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

消
防
操
法
大
会
で
は
、
出
場
分
団

へ
何
度
も
訓
練
の
様
子
を
見
に
行
か

れ
、
叱
咤
激
励
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
ま
で
目
を
配

り
、
常
に
全
一
四
分
団
の
状
況
を
把

握
し
よ
う
と
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

団
長
が
行
わ
れ
る
新
た
な
試
み
と

し
て
、
全
分
団
で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
図
上
訓

練
）
を
行
う
計
画
で
す
。
地
域
の
危

険
箇
所
等
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
災
害
情
報

を
共
有
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

団
長
に
就
任
さ
れ
て
ま
だ
日
が
浅

い
で
す
が
、
飾
磨
消
防
団
の
発
展
と

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た

め
、
富
田
団
長
の
下
、
力
を
合
わ
せ

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

小型ポンプの部

小型ポンプの部優勝

ポンプ自動車の部

ポンプ自動車の部優勝
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多
可
町
は
兵
庫
県
の
内
陸
部
に
位

置
し
、
周
囲
を
中
国
山
地
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
多
自
然
居
住
の
町
で
す
。

気
候
は
、
瀬
戸
内
気
候
の
影
響
を
受

け
て
穏
や
か
で
す
が
、
町
の
北
部
一

帯
は
内
陸
性
気
候
の
影
響
を
大
き
く

受
け
、
か
な
り
寒
暖
の
差
が
あ
り
ま

す
。

　

多
可
町
で
は
、
急
激
な
社
会
変
化

に
よ
る
地
域
住
民
の
連
帯
感
や
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
進
む
な
か
、
地
域

内
の
顔
見
知
り
活
動
を
展
開
し
よ
う

と
、
中
学
生
と
消
防
団
が
消
防
活

動
な
ど
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
を
図
る
「
ス
ク
ラ
ム

ハ
ー
ト
」
事
業
を
平
成
一
九
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
ス
ク
ラ
ム
ハ
ー
ト
」
と
は
造
語

で
あ
り
、
地
域
の
人
々
が
肩
や
腕
を

組
み
合
っ
て
心
を
が
っ
ち
り
固
め
る

こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
言
葉
で
、

活
動
の
目
的
は
、
地
域
の
人
間
関
係

を
深
め
、
消
防
活
動
の
体
験
な
ど
を

通
し
て
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連

携
を
図
り
、
ま
た
、
郷
土
を
愛
し
、

と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
つ

な
げ
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
人
材

育
成
に
も
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
集
落

の
消
防
団
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す

が
、基
本
的
に
は
集
落
内
の
消
火
栓
・

た
め
池
・
河
川
等
消
防
水
利
の
確
認
、

消
火
栓
・
消
防
機
械
器
具
等
の
点
検

や
使
用
方
法
の
説
明
、
放
水
訓
練
、

消
防
団
活
動
・
防
災
体
験
の
講
話
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ン
プ
操
作
で
は
始
め
に
団
員
か

ら
説
明
を
受
け
た
も
の
の
、
い
ざ
放

水
と
な
る
と
緊
張
の
あ
ま
り
顔
が
こ

わ
ば
り
団
員
に
手
助
け
し
て
も
ら
う

生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
消
防
団
の
皆

さ
ん
の
苦
労
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
自
分
で
も
何
か
手
伝

え
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。」「
名
前
を
知
っ
て
い

る
団
員
さ
ん
も
い
れ
ば
、
知
ら
な
い

団
員
さ
ん
も
い
る
。
団
員
さ
ん
が
身

近
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
顔
見
知
り
に

な
っ
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
と
語
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
は
全
中
学
生
を

対
象
と
し
て
お
り
、
女
子
生
徒
も
消

防
団
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
生
徒
が
消
防
団
活
動
に
興

味
を
持
ち
、
将
来
女
性
消
防
団
員
と

し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て

男
子
生
徒
（
中
学
三
年
生
）
か
ら

は
、
お
礼
の
言
葉
と
と
も
に
「
大
き

く
な
っ
た
ら
消
防
団
に
入
り
た
い
。」

と
心
強
い
あ
い
さ
つ
も
あ
り
ま
し

た
。

　

我
々
消
防
団
は
、
こ
の
事
業
を
通

し
て
消
防
団
員
の
入
団
促
進
に
つ
な

が
る
と
の
思
い
は
も
ち
ろ
ん
で
す

一　

目
的

　

消
防
団
に
は
、
従
来
の
消
火
に
加

え
、
現
在
は
救
助
、
災
害
時
の
避
難

誘
導
、
防
火
知
識
の
普
及
啓
発
、
応

急
手
当
等
の
普
及
指
導
な
ど
多
様
な

活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
都
市
部
の
消
火
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
常
備
消
防
が
対
応
し
、
消

防
団
の
役
割
は
限
ら
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
、
消

防
団
に
よ
る
地
域
の
即
応
消
火
体
制

が
自
身
等
の
災
害
地
を
想
定
す
る
と

極
め
て
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

消
防
団
の
体
制
整
備
（
人
員
・
資
機

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
号
も
各
地
区
か
ら
多
数
の
寄

稿
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
第
二
三
回

兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
に
つ
い
て
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
暑
い
中
、
大
会
に
向
け
て
仕

事
を
終
え
て
練
習
を
積
み
重
ね
、
選

手
と
し
て
出
場
さ
れ
た
方
、
朝
早
く

か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
ら
れ
た
皆
さ

ま
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
る
福
崎
町

消
防
団
に
は
、兵
庫
県
代
表
と
し
て
、

立
派
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

猛
暑
日
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す

が
、
熱
中
症
等
に
は
十
分
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

材
・
訓
練
）
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
消
防
団
活
動
の

活
性
化
を
通
じ
て
、
地
域
の
安
全
・

安
心
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い

て
の
検
討
会
」
を
発
足
し
、
六
月

二
四
日
（
木
）
に
第
一
回
検
討
会
を
、

七
月
二
三
日
（
金
）
に
第
二
回
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

二　

検
討
事
項

　

① 

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
消
防

団
の
役
割
に
つ
い
て

　

② 

消
防
団
の
多
様
な
活
動
に
対
応

し
た
訓
練
・
装
備
等
に
つ
い
て

　

③ 

団
員
（
特
に
女
性
、
若
者
、
被

雇
用
者
）
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て

　

④ 

そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

三　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

第
一
回

　

平
成
二
二
年
六
月
二
四
日
（
木
）

　

第
二
回

　

平
成
二
二
年
七
月
二
三
日
（
金
）

　

第
三
回

　

平
成
二
二
年
八
月
中
（
予
定
）

　

第
四
回

　

平
成
二
二
年
九
月
中
（
予
定
）

　

第
五
回

　

平
成
二
二
年
一
〇
月
中 

（
予
定
）

編
集
後
記

　
中
学
生
と
の
交
流
事
業 

　
　
　
「
ス
ク
ラ
ム
ハ
ー
ト
」

 

多
可
町
消
防
団

　
平
成
二
一
年
台
風
第
九
号

　
　
　
　
佐
用
町
追
悼
式
挙
行
さ
れ
る

　

死
者
一
八
名
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
い
ま
だ
二
名
が
行
方
不
明
者

　

追
悼
式
次
第

一　

開
式

　
　

佐
用
町
副
町
長　
　

高
見
俊
男

二　

犠
牲
者
名
簿
開
帳

三　

芳
名
帳
奉
呈

四　

黙
と
う

五　

追
悼
の
辞

　

佐
用
町
長　
　
　
　

庵
逧
典
章

　

佐
用
町
議
会
議
長　

矢
内
作
夫

六　

ご
来
賓
の
言
葉

　

兵
庫
県
知
事　
　
　

井
戸
敏
三

　

衆
議
院
議
員　
　
　

赤
松
正
雄

　

衆
議
員
議
員　
　
　

山
口　

壮

　

参
議
院
議
員　
　
　

末
松
信
介

七　

献
花

八　

折
鶴
献
納

九　

犠
牲
者
名
簿
閉
帳

十　

閉
式

　

佐
用
町
教
育
長　
　

勝
山　

剛

の
大
き
な
被
害
が
出
た
平
成
二
一

年
の
台
風
第
九
号
に
よ
る
大
水
害
か

ら
ち
ょ
う
ど
一
年
目
に
あ
た
る
平

成
二
二
年
八
月
九
日
（
月
）、
午
前

一
〇
時
三
〇
分
か
ら
佐
用
町
の
さ
よ

う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
佐

用
町
追
悼
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
、
遺
族
の
方
々
、
参
列
者
の
方
々

が
、
亡
く
な
ら
れ
た
被
害
者
の
方
々

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

県
協
会
か
ら
は
岸
谷
消
防
協
会
長

が
追
悼
式
に
参
列
さ
れ
、
献
花
を
行

い
ま
し
た
。

消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
の

�

検
討
会
の
開
催
に
つ
い
て
　

消
防
庁
防
災
課

が
、
参
加
し
た
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
を
育
み
、
人
間
形
成
の
一
翼

を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参列者による献花

消火栓の点検 消火栓BOXの説明 放水訓練


